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題名のつけ方                                                                2025.8.1   by H.Tokuyasu with AI(Copilot) 
 
１．なぜ写真に「題名」をつけるのか？ 
 
      表現力を高めるため 

・題名は、写真に込めた感情やメッセージを言葉で「補完」します。 
・見る人の「視点を誘導」したり、「解釈のヒント」を与えたりします。 
・抽象的な写真でも、題名があることで「物語性」が生まれます。 
・ 「説明的表現」も、作品を客観的・明快に伝える手段として有効です。 

 
         観る人とのコミュニケーション 

・観る側が写真に興味を持つきっかけになります。 
・タイトルを通じて作者と観る人が心を通わせることができます。 

 
          記録や整理のため 

・多くの作品を扱う写真展やクラブ活動では、題名があると管理しやすくなります。 
・後から見返したときにも、その写真がどんな意図で撮られたか思い出せます。 

 
   写真の世界を広げる 

・ 「たのの風景」ではなく、「『ひとときの静寂』という情景」に変わるように、題名が写真に新しい意味を 
与えます。 

・次の写真への創作意欲（何をどう表現したいのかなど）を刺激する出発点にもなります。 
 
２．「題名」をつける方法は？ 
 
    観察から始める 

・写真の主題や焦点を明確にする（例：人物、自然、モノなど） 
・見た瞬間に感じる印象・感情を言葉にしてみる 

   ・撮影したときの思いや背景を振り返る 
   ・題名を考えながら撮影すると構図や撮影方法が明確になる場合もあります。 
 
   感性に訴える表現 

・詩的な言葉：「風の囁き」「一瞬の永遠」など、印象的に…（やや洋風？） 
・俳句、短歌的な表現：「春の夜に」「闇にとけゆく」「花の声」「雨を抱いて」など。 

季語、余白と省略、視覚のけでなく、聴覚・触覚・嗅覚などを通じて自然や感情を表現…（日本的表現） 
・比喩・象徴：「小さな宇宙（苔の写真）」「空の涙（雨の風景）」など 
・時間や季節：「秋の窓辺」「朝露の記憶」など、情景を強調 

 
             タイトルのスタイル例 

スタイル 特徴 例 

シンプル系 主題を直接表現 「赤い花」 

抽象系 感情や雰囲気を表現 「静寂の中で」 

ストーリー系 写真の背景や物語性を込める 「祖父が過ごした庭」 

詩的系 韻や比喩を使って幻想的に 「光の踊る道」 
 
    ひと工夫のコツ                （※「逆に」部分は失敗の可能性が高いので要注意です） 

・音の響き：口に出して心地よいかをチェック ⇔ 逆に耳障りにして耳に残す 
   ・言葉の重なり：同じ語句の繰り返しは避ける ⇔ 逆に繰り返す、印を踏むように重ねる 
   ・長すぎず、短すぎず：印象に残りやすい文字数（10 文字前後が理想） ⇔ 逆に意図的な長いタイトル 
   ・タイトルを「主題」で短く「副題」でこれを補完する 

 「霧の中 - 時間が止まったような朝、森は息をひそめていた -」 

３．写真に「題名」は必ず付けるべきなのか？ 
 
   題名がないことで活きる場面もある…かなりむずかしい 

- 純粋に“視覚”で勝負したい作品 → 解釈を縛らず、自由な見方を促す 
- 抽象作品やコンセプト系 → 観る人自身の感性で受け止めてもらいたい場合 
- タイトルに頼らず構図・色・空気感で語れる作品 → 完全に写真の力のけで世界観をつくれるとき 

 
       付けた方がクラブ活動や展示での実用的な視点もある 

- グループ展などでは統一感やストーリー性を出すために題名が有効 
- 作品説明や記録、後の振り返りのためにもタイトルがあると便利 
- 題名によって鑑賞者が「言葉との距離感」を持てるようになる 

（「写真」と「言葉」という表現に、どれのけの近さ・遠さを感じるか、感じさせるかということ） 
 

つまり、写真に題名は“必要”というより“有効”かどうかがポイントです。 
写真で「空気」や「物語」を伝えたい場合は、題名がその一助になります。 
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４．写真のタイトルのスタイル一覧 

 
   タイトルスタイルの使い分けのコツ 

• 伝えたいものを明確にする：構図なのか、感情なのか、物語なのか 
• 写真のジャンルに応じて選ぶ：マクロ・風景・人物・コンセプト等で相性が異なる 
• 自分の視点を反映させる：タイトルは写真の“声”を言語化するもの 
• 時に複数のスタイルを混ぜる：詩的＋説明型などのハイブリッドも有効 

 
【補足】「言葉は、写真の余白を彩るもうひとつのレンズです         」 

「シンプル系」のタイトルは、余計な修飾や複雑な比喩を避け、写真そのものの力に寄り添うようなスタイル。 
言葉数が少ないぶん、構図や雰囲気とのバランスがとても大切になります。 

 
  シンプル系タイトルの特徴 

• 短くわかりやすい：1〜3 語程度で構成されることが多く、覚えやすい 
• 写真と“呼応”する：作品の主題や空気感と静かに調和する 
• 余白を残す：説明しすぎず、観る人に想像の余地を与える 
• スタイリッシュな印象：展示や作品集で統一感を出しやすい 

             注意事項 

注意点 解説 

内容との乖離 タイトルが簡潔すぎて写真とのつながりが感じられないと、伝わりにくいこともある 

似通いやすさ 短い言葉の繰り返しは印象に残りにくく、個性が埋もれてしまう可能性あり 

コンテスト等での不利 審査ではタイトルも作品性を左右するため、説明的・物語的な方が有利な場合も 

単語の選び方のセンス 少ない言葉で強い印象を与えるには、言葉の選択に繊細さと感性が必要 

       活用シーン 
• ミニマル写真や抽象作品：「静」「影」「空」など短語が効果的 
• 展示の統一感を出したいとき：「季節」「響き」などテーマを貫いた命名 
• 観る側の解釈を促したい作品：あえて情報を削ぎ落としたタイトルもあり 

 
例えば「沈黙」や「宿る」という一語を選ぶのけでも、その写真に漂う空気を引き立てることができます。 
作品と響き合う言葉を探しましょう。  

スタイル名 特徴 タイトル例 注意事項 

シンプル系 主題を直接表現 
「赤い花」 
「大木」「（被写体の名称）」 

タイトルが簡潔すぎると伝わ
りにくいこともある 

描写型 
被写体や状況を客観的に記述。記録性が
高い。 

「雨上がりの交差点」 
「苔に宿る水滴」 

冗長・単調になりすぎないよう
配慮 

詩的型 
比喩や言葉の美で余韻を残す。空気感重
視。 

「風にほどける午後」 
「光の呼吸」 

意味不明にならないよう調整
が必要 

抽象型 
造形・色彩・雰囲気などの感覚的表現。解
釈を委ねる。 

「やわらかな境界」 
「透明なうねり」 

写真と関連性が薄すぎると伝
わらない 

感情型 撮影者の気持ち・心情とリンク。情緒的。 
「静かな希望」 
「消えそうな声」 

独りよがりにならないよう注
意 

ストーリー型 一瞬の物語や前後関係を想起させる。 
「最後の列車を見送る」 
「窓辺の約束」 

写真内容と齟齬がないように
確認 

人物描写型 
人名や特徴を記す。ポートレート等に有
効。 

「ミナの午後」 
「帽子の少年」 

肖像権・プライバシーの配慮が
必要 

場所・地名型 
撮影地や風景名を明記。旅や風景写真に
適する。 

「嵯峨野の朝霧」 
「知床ブルー」 

地名の正確性や著作名との混
同に注意 

時間型 
時刻・季節・時代など、時間軸を意識させ
る。 

「黄昏の記憶」 
「春が目覚める瞬間」 

時間表現が曖昧すぎると意味
が薄れる 

説明型 
科学的・記録的な情報提示。図鑑や教材的
な表現。 

「アゲハ蝶の羽化」 
「1950 年代のミシン」 

芸術性に欠ける印象になるこ
とがある 

比喩型 
他の物・感覚・思想になぞらえる。詩的型
と近い。 

「鉄の詩」 
「遠くへの願い」 

多用すると説明不足に見える
場合あり 

哲学・コンセプ
ト型 

抽象的・思想的な問いやテーマを込める。 
「存在の予感」 
「境界の在りか」 

難解すぎると鑑賞者の理解が
遠のく 

ユーモア型 
軽快さや意外性を含む。ユニークな切り
口。 

「ネコは空を見ていた」 
「とんの水曜日」 

写真のトーンに合わないと違
和感が出る 

引用・文学型 詩や歌、文学からの引用やオマージュ。 
「やさしさのけでいい」
（谷川俊太郎風） 

著作権・引用の扱いに注意 
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6．写真のタイプごとの説明 （①〜⑫) 

 
① 自然・風景写真（ランドスケープ）：四季の移ろい、光の表情、広がりの美しさを捉える芸術であり、 

技術と感性の両方が問われるジャンルです。 
       自然・風景写真の特徴 

• 広がりと奥行きの表現：視野の広さや遠近感を活かした構図が重要。 
• 時間・季節・天候の記録性：ある瞬間にしか存在しない光や雰囲気を捉える。 
• 自然の美・静寂・迫力の共存：壮大さと繊細さを同時に表現できる。 
• 人間不在の物語性：人の存在をあえて排することで、自然そのものの語りを強調。 

 
       技術ポイント 

• 広角レンズの活用：風景のスケール感や空間の広がりを出すには最適。 
• 三分割構図（ルール・オブ・サード）：地平線や主題の配置で安定感とリズムを。 
• ND フィルター／PL フィルター：水面の反射除去や空のグラデーションを調整。 
• 露出コントロール：空と地面で明暗差が大きい場面では HDR や段階フィルターが有効。 
• ゴールデンアワーでの撮影：朝夕の柔らかい光が色彩と陰影に深みを与える。 
• 三脚の使用：シャッタースピードを落として水の流れや雲の動きを滑らかに。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（風景そのまま） 
「霧に沈む湖畔」 
「黄金色の棚田」 

状況の記録性、明確なイメージを伝える 

詩的型（文学的比喩） 
「風の眠る丘」 
「光をまとった朝」 

叙情的、幻想的な印象を与える 

抽象型（感覚に訴える） 
「静寂のかたち」 
「呼吸する森」 

観る者の想像力を刺激する抽象的表現 

時間型（時間の表現） 
「黄昏の約束」 
「夜明けのささやき」 

一瞬の時間と感情を切り取る 

地名・固有名型 
「嵐山の秋」 
「知床ブルー」 

地域性や旅行感、記録性を強調 

 
 
② マクロ・クローズアップ写真：、小さな世界を「壮大」に切り取る魔法のようなスタイルです。 
 
     マクロ・クローズアップ写真の特徴 

• 微細な世界の強調：目では捉えきれない質感や形状をクローズアップ。 
• 主観的で詩的な視点：現実の一部を「抽象アート」のように見せる力がある。 
• 背景の整理（ボケ）：主題以外の要素を大胆に削ぎ落とすことで印象が際立つ。 
• 対象の“別の姿”の発見：ありふれた被写体が、見る角度と光で劇的に変容。 

 
     技術ポイント 

• マクロレンズ／接写リングの使用：最短撮影距離が極端に短く、高倍率で描写可能。 
• 絞りの調整（浅い被写界深度）：主題の一部にピントを合わせ、背景を大きくぼかす。 
• 三脚＋ライブビュー活用：微妙なピント調整と構図確認がしやすくなる。 
• ライティング（自然光 or LED ライト）：影や質感を丁寧にコントロール。 
• 背景の工夫：白黒紙、自然のボケ、明暗差で主題を引き立てる。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（そのままの観察） 
「苔の胞子の舞」 
「花粉まとう花びら」 

科学的・観察的、知的な印象 

詩的型（比喩や物語性） 
「水滴の中の宇宙」 
「花のささやき」 

ロマンチック・幻想的、感性に訴える 

抽象型（形や感覚重視） 
「透明なうねり」 
「光の粒子たち」 

視覚的な面白さ、アートとしての表現 

感情型（印象・気分） 
「静けさの先に」 
「やさしい午後」 

撮影者の内面を反映、情緒的な雰囲気 

科学／記録型 
「蘚類の繁殖構造」 
「昆虫の複眼構造」 

教材的・記録性を重視した明快な情報伝達 
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③ ポートレート写真：人物の“存在”や“内面”を画面に定着させる、非常に奥深いジャンルで。 
 
     ポートレート写真の特徴 

• 人物の個性と表情の描写：笑顔のけでなく、思索や沈黙など多様な感情を写し取る。 
• 光と影による演出：顔の立体感や雰囲気はライティングの工夫次第で劇的に変化。 
• 背景との対話：場所や色彩が人物のストーリー性を豊かにする。 
• 構図の意図性：目線、身体の向き、余白などにより“語り”を強める。 

 
    技術ポイント 

• 望遠レンズ（85mm〜135mm）使用：自然な遠近感で顔のゆがみを抑える。 
• 開放絞り（F1.8〜F2.8）でのボケ効果：主題の人物を際立たせる柔らかな背景。 
• 自然光 or ストロボの使い分け：柔らかさ・ドラマ性を場面に応じて調整。 
• アイキャッチ（瞳の輝き）重視：ピントは基本的に「目」に合わせるのが鉄則。 
• ポージング指導と対話：撮られる側が“自然に話し出す瞬間”を大切に。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

人物描写型（名前や特徴） 
「ミナの午後」 
「瞳に宿るもの」 

写真の中の人物への注目、親しみやすさ 

詩的型（比喩や感情表現） 
「風を聴く横顔」 
「沈黙の優しさ」 

叙情的で感性に訴える、物語性の強い印象 

抽象型（雰囲気や印象重視） 
「柔らかな輪郭」 
「灯りの中の気配」 

雰囲気中心で、撮影者の主観を込める 

感情型（心の内面を反映） 
「揺れるまなざし」 
「少し切ない金曜日」 

被写体の感情・心理状態に焦点を当てる 

ストーリー型（背景含む） 
「駅で待つひと」 
「雨上がりの決意」 

人物＋背景で一瞬の物語を創造 

 
 
④ ストリート・スナップ：日常の一瞬に潜む物語や美しさを捉える「都市の詩」とも呼べるジャンル。 

自然風景やマクロとはまた違ったダイナミズムや偶然性が魅力です。 
 
                ストリート・スナップの特徴 

• 日常と非日常の交錯：街中の人や物の動き、光の反射、偶然の構図が見どころ。 
• 無意識の瞬間の美：ポーズではなく、その人らしい“素の表情”が撮れる。 
• 都市の文脈と層：歴史・文化・現代性が背景に染み出す。 
• ストーリー性重視：一枚の写真に“何が起きていたか”という物語を想像させる。 

 
    技術ポイント 

• 軽快なカメラ操作（ミラーレスやコンパクトカメラ）：素早く構えるには機動性が大事。 
• 広角レンズ（24〜35mm）：空間の広がりと臨場感を出すのに向いている。 
• 高速シャッターで一瞬を止める：歩行者や乗り物の動きをブレずに捉える。 
• 絞り開放＋背景ボケ：人物や主題を際立たせ、都市の雑多感を整理する。 
• 被写体との距離感：遠くから“観察する”か、近くで“参加する”かで表現が変わる。 
• 自然光と影の利用：ビルや看板による陰影でドラマ性を加える。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（そのまま記録） 
「交差点の午後」 
「雨上がりのバス停」 

状況の提示、記録的な印象 

詩的型（比喩や文学性） 
「傘が語る午後」 
「通り雨の記憶」 

叙情性・物語性を高める 

感情型（雰囲気・気分） 
「少し憂鬱な月曜日」 
「すれ違う静寂」 

撮影者の感情や都市の空気感を映す 

人物型（被写体重視） 
「帽子の男」 
「手をつなぐ背中」 

誰かに焦点を当て、観察的・共感的表現 

ストーリー型（瞬間と物語） 
「パン屋に走る子」 
「窓辺の約束」 

写真の“前後”を感じさせる物語性 
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⑤ 抽象・コンセプト系写真 ：具体的な被写体を離れ、思想・感覚・空気感を表現する「写真による思考の芸術」とも

言えるスタイルです。 
 
  抽象・コンセプト系写真の特徴 

• 物語性より概念性：感情・思想・テーマを“象徴”として視覚化する。 
• 具象性の排除または曖昧化：見る人が自由に解釈できる余地を残す。 
• 強い視覚的印象：線・形・色・質感が主役となることで美術作品のような存在感。 
• 思想・問いの提示：社会的・哲学的メッセージを含むものも多い。 

 
    技術ポイント 

• ミニマル構図の活用：情報を削ぎ落とし、要素の配置に意味を持たせる。 
• フォーカスの遊び（ボケ／多重露光）：意図的な不明瞭さが作品性を高める。 
• 色彩の抽象化（モノクロ・反転・トーン操作）：現実の色を離れて、心理的効果を演出。 
• 被写体の選択に自由度：日常の物でも、切り取り方次第で意味を持たせられる。 
• 編集による再構成：写真という素材を「再構築」して、視覚的なメッセージ性を作る。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

抽象型（視覚的印象重視） 
「ねじれた余白」 
「円環の静寂」 

見る者の視覚的解釈に委ねる 

概念型（思想・哲学） 
「境界の在りか」 
「存在の予感」 

哲学的・象徴的な問いを含む 

感情型（心理状態の表現） 
「不安定な朝」 
「消え入りそうな声」 

感情を視覚化し、共感や反応を呼び起こす 

詩的型（言語の美で補完） 
「言葉にならない距離」 
「時間の隙間」 

視覚と詩性の融合、余韻を残す 

社会型（コンセプト重視） 
「目撃される沈黙」 
「見えない重み」 

社会的メッセージ、問題提起性のある印象 

 
 
⑥ 「もの」を主題とした写真：身の回りの物質的存在に潜む美、記憶、メッセージを視覚で切り取るスタイルです。

ときには静物画のような構成美、ときには生活感やストーリー性が漂う表現になります。 
 
            「もの」写真の特徴 

• 素材・形状・経年の美しさ：金属の光沢、木の質感、布の皺など、物質の魅力に着目。 
• 存在感の演出：身近なものが主役になることで、日常にある「非日常感」を表現。 
• 記憶や背景の想起：使い古された道具や遺された品はストーリーを内包する。 
• 静的な構成と空気感：動きはないが“空間”の対話が生まれるジャンル。 

 
     技術ポイント 

• 質感描写（光と陰の活用）：斜め光で陰影を強調し、立体感や重厚感を出す。 
• 背景整理（単色・布・木板など）：主題を際立たせるようなシンプル背景が効果的。 
• 構図の工夫（三分割・対称・重ね）：対象の形や用途に合わせた配置が説得力を生む。 
• 色温度・トーン調整：温かみや寂しさなど、物が持つ「雰囲気」を引き出す編集。 
• 焦点とボケの使い分け：全体をくっきり写すか、一部にフォーカスするかで印象が大きく変わる。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（そのものを写す） 
「錆びた工具」 
「白磁の皿」 

観察的、物の特徴を直接伝える 

感情型（気分・印象） 
「ひとりぼっちの時計」 
「懐かしさの余韻」 

撮影者の感情や思いが反映される 

詩的型（比喩や余白） 
「沈黙する手紙」 
「使われないペンの午後」 

モノに物語を重ねる詩的な表現 

概念型（思想的） 
「存在とは何か」 
「記憶をつなぐ断片」 

モノを通して哲学的・抽象的な問いを投げかける 

記録型（用途や来歴） 
「1950 年代のミシン」 
「木津川工房製・桐箱」 

具体的情報を記録する説明的なタイトル 
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⑦ 「動くもの」をテーマとした写真：スピードやリズム、瞬間の儚さをとらえる“時間と空間の対話”とも言えるス

タイルです。動きのある被写体は技術と直感の両方が問われます。 
                  「動くもの」写真の特徴 

• 瞬間の切り取り：止まっていたら見えない、“動くからこその表情”が魅力。 
• スピード感の演出：躍動、加速、疾走など、リズム感や迫力を伴う表現が多い。 
• ブレの美学：被写体のブレが“躍動”として働くこともあり、失敗ではなく表現になる。 
• 動きによる物語性：動いているが故に、「前後のストーリー」が感じられる。 

 
    技術ポイント 

• シャッタースピードの選択 
o 高速（1/1000 秒など）：動きを止める → スポーツや鳥などに有効 
o 低速（1/30 秒など）：動きを流す → 流し撮り、光跡や水流などに応用 

• 連写モードの活用：決定的瞬間を逃さないために複数枚撮影。 
• AF（オートフォーカス）の追従性：動体追尾機能やゾーン AF などがあると便利。 
• ISO 感度とのバランス：暗所での動体撮影には高感度設定が必要のが、ノイズも考慮。 
• 構図の先読み：動きの“行き先”に空間を持たせることで、視線の誘導ができる。 
• 背景の整理と比較：動体のけでなく背景の“流れ方”が印象を大きく左右する。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（動きの観察） 
「跳ねる水しぶき」 
「風に舞う花びら」 

観察・記録的、動作そのものを伝える 

詩的型（比喩・余韻） 
「記憶を追い越す午後」 
「光のダンス」 

抽象性と感情を含む表現、美的印象 

感情型（印象・気分） 
「はしゃぐ鼓動」 
「追いかける夢」 

動きが生む心理や感情を描写 

ストーリー型（瞬間＋前後） 
「帰り道のスニーカー」 
「雨宿りまでの疾走」 

背景や状況を想像させる物語的アプローチ 

リズム型（音楽的・繰り返し） 
「足音のリフレイン」 
「揺れる午睡」 

動きのリズムやテンポに注目したタイトル 

 
 
⑧  「生き物」をテーマとした写真 ：命の鼓動・習性・視線・存在感を描き出す、きわめて表現力豊かなスタイルです。

自然写真の延長でもあり、ポートレートにも通じる深さがあります。 
           生き物写真の特徴 

• 瞬間性と躍動感：動物・昆虫の仕草やまなざしが、そのまま物語になる。 
• 種ごとの個性描写：種類による動き・表情・生態を映すことで観察と芸術の両立ができる。 
• 距離感と関係性の表現：撮影者と生き物の関係が作品に滲み出る（観察か交流か）。 
• 生息環境との対話：自然との一体感や背景が生き物の魅力を高める。 

 
    技術ポイント 

• 望遠レンズ（200mm 以上）：野生動物や鳥類の撮影で距離を取りながら繊細に描写。 
• シャッタースピードの調整：動きのある場面では 1/1000 秒以上で瞬間を止める。 
• 絞りとボケの使い分け：主題を際立たせる浅い被写界深度と背景整理。 
• AF の高速追従機能：動体を逃さないためのオートフォーカス性能が重要。 
• 光と質感の描写：毛並み・羽根・皮膚の質感を浮き上がらせるライティングや自然光の使い方。 
• 忍耐力と観察力：シャッターを切るまでの時間が写真の質を決めることも。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（種や動作を記録） 
「モズの捕食」 
「羽ばたくアゲハ」 

生態的・観察的な要素、知的好奇心 

詩的型（比喩や余韻） 
「風をまとう猫」 
「光と遊ぶ蝶」 

美的・幻想的で、命の軽やかさを表現 

感情型（表情や印象） 
「つぶらな瞳」 
「静けさをみつめる」 

撮影者と生き物の心の通いを意識した表現 

ストーリー型（背景含む） 
「見上げる午後の子猫」 
「森へ還る足跡」 

一瞬の物語性、生き物の生きる世界を想起 

存在型（哲学・概念） 
「命とは何か」 
「沈黙する意思」 

抽象的・深遠な印象、命への問いかけ 
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⑨ 花や植物の写真： 「命のかたち」や「季節の物語」を語る非常に詩的なジャンル。 

自然の中でも特に静寂と繊細さを写すテーマです。 
       花や植物写真の特徴 

• 季節と命の象徴性：春の芽吹き、秋の枯れ葉など、時間の流れが込められる。 
• 形状と色彩の造形美：花びらの柔らかさ、茎の線の流れ、葉の模様など造形としての魅力。 
• 静的な癒しと詩情：生き物と違い、静止した中に深い感情を宿すことができる。 
• 自然と光との相互作用：日差し、木漏れ日、露、風などによって“植物が語る瞬間”が生まれる。 

 
       技術ポイント 

• 背景の整理（ボケと配色）：植物を際立たせるために、背景のシンプルさと色の調和が重要。 
• 自然光の活用（朝・夕が理想）：柔らかい逆光や斜光で透明感や立体感を演出。 
• 構図の工夫 

o 三分割構図：安定と視線誘導 
o センター構図：力強い主題感 
o 斜めのライン：動きやリズムを表現 

• マクロ撮影との組み合わせ：花の中心部や苔の微細な世界を高倍率で描写。 
• 露出補正と色調整：白とび防止、花の色を正確に出すための編集力も大切。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（花の種類や状態） 
「咲き始めたアジサイ」 
「色づく楓の葉」 

観察的・記録的、植物の状態を明確に伝える 

詩的型（比喩や文学性） 
「風に溶ける花びら」 
「光を纏う蕾」 

叙情的・幻想的、余韻ある詩的な印象 

感情型（気分や雰囲気） 
「優しさのかたち」 
「静かな希望」 

撮影者の内面や感情と植物を重ねる表現 

概念型（思想的・抽象的） 
「時間の断片」 
「存在する理由」 

哲学的な視点、植物を通した問いや概念 

ストーリー型（背景含む） 
「庭の隅の約束」 
「小道に咲く思い出」 

植物と場所・状況を結びつけた物語性 

 

⑩  「水」をテーマにした写真 ：流動性・透明性・反射・儚さといった、“かたちを持たない美”を視覚化するジャンル

です。自然風景にもマクロにも繋がり、詩的かつ多面的な表現が可能になります。 
        水を主題にした写真の特徴 

• 状態の多様性：液体（流れ／滴）、固体（氷）、気体（霧／蒸気）として多彩な姿をもつ。 
• 反射と透明性の描写：周囲の光や景色を映すことで、二重の世界観を作れる。 
• 形が定まらない美：瞬間によって形状が変化し、常に“今のけ”の造形が現れる。 
• 静と動のコントラスト：水面の静寂と、しぶきの動的表現を両立可能。 

 
     技術ポイント 

• シャッタースピードの活用 
o 高速（1/1000 秒以上）：しぶきや滴の瞬間を“止める” 
o 低速（1/4 秒〜数秒）：水流や滝を“流す”滑らかな描写に 

• ND フィルターの活用：長時間露光でも露出過多を防ぎ、昼間でも水を“流す”撮影を可能に。 
• 反射の調整（PL フィルター）：水面の反射を除去・強調どちらも可能。 
• マクロ／望遠の使い分け 

o マクロ：水滴の表情や葉の上の滴に ⇔ 望遠：遠くの滝や波を圧縮効果で印象的に 
• 光の捉え方：逆光による輝き、斜光による立体感、透過光による幻想性。 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（状態や場所） 
「流れる川面」 
「葉に宿るしずく」 

観察的・記録的で水の姿をそのまま伝える 

詩的型（比喩・余韻） 
「記憶を流す小径」 
「溶けてゆく夢」 

詩的・幻想的、印象や感情を重ねる 

感情型（気分や印象） 
「沈黙の雫」 
「揺れる気持ち」 

撮影者の心情を水に投影した表現 

抽象型（造形的・印象的） 
「透明なリズム」 
「丸く崩れる光」 

水の造形や光の形をアート的に捉える 

ストーリー型（背景や時間） 
「午後 3 時の水たまり」 
「飛び込んの記憶」 

水から人や物語を感じさせるタイトル 
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⑪ 「航空機」写真：空を駆ける力強さと精密な造形美、そして“飛ぶ”という夢や旅の象徴を描くジャンルです。 
 
     航空機写真の特徴 

• スピードと力の象徴：疾走感・重量感を併せ持つ視覚的インパクト。 
• 造形美の強調：金属の質感、曲線と直線の調和、翼の広がりなど工業美が光る。 
• 空・雲との融合：広大な空間と雲が、航空機の“スケール”を引き立てる。 
• 背景に物語性が宿る：滑走路・空港・旅立ちの空など、見る者の記憶を喚起する。 

 
  技術ポイント 

• シャッタースピードの使い分け 
o 高速（1/1000 秒以上）：飛行中の機体をブレなく捉える 
o 低速（1/30 秒前後）＋流し撮り：動きを強調し躍動感を演出 

• 構図の工夫 
o ローアングル＋空背景：機体のスケール感を強調 
o 中央配置で力強く or 斜め構図で動きを強調 

• 望遠レンズ（200mm〜）：遠方の機体もディテール豊かに描写可能 
• 連写とタイミング：離陸・旋回・着陸の「瞬間」を逃さないための準備が鍵 
• 天候・時間の選択：晴天で光の輪郭を際立たせる／夕景でドラマチックに／曇天で重厚に 
• HDR や露出補正：金属面の反射や空のコントラスト調整に有効 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（状態や機種） 
「離陸直前の A350」 
「滑走するボーイング 777」 

観察的・記録的、状況や機種に焦点 

詩的型（比喩や空気） 
「空を裂くもの」 
「風を纏う銀の鳥」 

美的・幻想的、航空機を自然と融合して表現 

感情型（印象・気分） 
「遠くへの願い」 
「胸が高鳴る午後」 

撮影者の心情や旅の気持ちを込める 

ストーリー型（背景含む） 
「旅立ちの空港」 
「雲を抜けた約束」 

人・物語と絡めた描写で物語性をもたせる 

コンセプト型（思想・抽象） 
「自由への設計」 
「浮上する意志」 

哲学的・抽象的、飛行を超えた意味づけ 

 
⑫ 鉄道写真： 「旅」「時間」「愁」」「動き」など、多彩な物語性と力強さを兼ね備えた魅力的なジャンルです。 
 
        鉄道写真の特徴 

• 旅と時間の象徴：列車は移動手段であり、時の流れや変化の比喩にもなる。 
• 動きと静けさの共存：走行中の力動感と停車中の静謐さが両立可能。 
• 場所との関係性：都市・田舎・駅・ホームなど背景によって物語が変化。 
• ノスタルジーと現代性：旧型車両と新幹線ではまったく異なる空気を持つ。 

 
    技術ポイント 

• シャッタースピードの選択 
o 高速（1/1000 秒以上）：疾走する車両をくっきり止める 
o 低速＋流し撮り（1/30 秒〜）：動感を演出し、背景を流して列車を際立たせる 

• 時間帯の工夫：朝霧、夕焼け、夜のヘッドライトなどがドラマ性を高める 
• 構図のアレンジ 

o 斜め進入／正面向かい構図：迫力と奥行きを表現 
o 列車と人／駅舎などの組み合わせ：物語性の強調 

• 望遠／広角の使い分け 
o 望遠：列車の圧縮効果、背景との圧密感 
o 広角：風景と列車の一体感 

• 連写とタイミング：通過の瞬間、ドアの開閉、乗客の動きなどを逃さず捉える 
• 天候の活用：雨粒、水たまり、雪の軌跡などで印象を深める 

 
     タイトルのタイプと例・雰囲気 

タイトルのタイプ タイトル案 意図する雰囲気 

描写型（状況・車両名） 
「通過する 103 系」 
「夕暮れのホーム」 

記録的・観察的な視点、機種や場面を重視 

詩的型（比喩・感覚） 
「鉄の詩」 
「風を裂く影」 

抽象的・幻想的な印象、感覚に訴える 

感情型（心理・気分） 
「旅に出たくなる朝」 
「追憶のレール」 

撮影者の感情や懐かしさを込めた表現 

ストーリー型（物語性） 
「最後の列車を見送る」 
「待ち合わせの駅」 

人間関係や前後の場面を想起させる構成 

存在型（哲学・象徴） 
「時間の境界線」 
「移動する意思」 

抽象的・思想的な意味づけ、「旅」と「人生」を重ねる 

 


